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５１. 柳井 雅人氏（北九州市立大学 学長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インフラへの投資で地域課題の解決を」 

市の仕事は２つあります。１つ目はインフラ

整備であり、２つ目は地域課題の解決です。１

点目は２点目の地域課題の解決にもつながり

ます。必要な事業を精査して、そこに集中して

インフラに投資することで、産業や社会生活の

レベルがあがり、所得水準も上がります。「稼

げるまち」というのはそういうことも意味しま

す。市はインフラ整備を通して経済を活性化さ

せ、税収を増やし、その増加分を安心、安全で

「使い勝手の良い」まちづくりに活かすことが

大切です。 

 

「移動しやすい基盤整備を行う必要がある」 

北九州市は産業・社会基盤が揃っているもの

の、例えば港湾と空港等が近接しておらずバラ

バラで、都市高速が山を通っているといったよ

うに、組み合わせが良くなく、立地が良くあり

ません。立地を良く考えてインフラ整備を進め

るべきと考えます。 

行くまでに時間がかかると使わなくなるの

で、人口密集地に高速道路等を時間とお金をか

けてでも通していく必要があります。人口が増

えているところは小倉南区の守恒周辺や小倉

北区です。折尾から学研都市は人口が増えてい

るが陸の孤島になっています。若戸大橋経由で

学研都市につなげるのか、陣原から折尾、学研

都市をつなぐのかといった点を考慮し、移動し

やすい基盤整備を行うことで使い勝手の良い

まちをつくる必要があります。福岡市の都市高

速道路網のように、直方や遠賀、行橋など近隣

都市部の住民を中心部に吸い上げていく仕組

みにするべきです。 

福岡市の七隈線は人口密集地の市南部から

博多駅まで多くの時間と資金をかけて繋げ、乗

客数が増えて活況を呈しています。お金がかか

っても、やると言ったら、妥協して変なところ

に作らず、やり切るということが大事です。 

また、安全・安心で使い勝手の良いまちの基

盤整備をすれば、企業の重要な機能が移転して

くるでしょう。その後、ハードルは高いものの、

政府機関などの移転も考えられます。市の「バ

ックアップ首都構想」については、本社の補完

機能を北九州市に置くような動きはあり得る

と思って見ています。 

 

「クリエイティブ層を惹きつける」 

クリエイティブな人に住んでもらおうと考

えた際、クリエイティブな人にも「スーパーク

リエイティブコア」、「クリエイティブプロフェ

ッショナルズ」と「ボヘミアン」といった「グ

ルーピング」があることに留意が必要です。「ク

柳井 雅人（やない まさと） 

宮城県出身。 
九州大学経済学研究科博士（経済学）。 
北九州市立大学経済学部講師、助教授、教授経済学科長、学生部長、理
事、副学長等を経て、2023 年学長に就任（現職）。 

「広義的なインフラへ投資し、 

「使い勝手の良いまち」を目指してほしい」 



98 
 

リエイティブプロフェッショナルズ」の金融系

人材や大企業の上層部といった人たちは企業

がないと来ませんが、「スーパークリエイティ

ブコア」層は一人でも来ます。そういった人た

ちが住環境に求めること（教育、文化、仕事や

生活のしやすさなど）を考えて整備することが

必要です。「ボヘミアン」層に対しては、何が

ヒットするか分からないため難しいです。「ど

こが好き」、ということではなく感覚で動いて

いる側面があります。やはり「クリエイティブ

プロフェッショナルズ」「スーパークリエイテ

ィブコア」層を惹きつけることに注力し、残り

は当たったらラッキーぐらいに考えておけば

良いと思います。 

 

「教育もインフラと捉え投資する」 

教育は重要で、単なる知識ではなく、思考力・

哲学を持った子どもへの教育が求められます。

もう少し目線の高い、海外に出ていくような人

を育てるシステムを有したような進学校レベ

ルの一貫校といった教育機関があると良いで

しょう。 

教育もインフラと呼べ、インフラの話とつな

がっています。民間の活力を導入しながら効率

的・効果的に教育をやる環境を作ることがテー

マで、あとはそれに付随して枝が伸びるイメー

ジです。 

子育ては北九州市に強みがあるので、教育も

含めて整備すれば、子供の親世代も丸ごと転入

して人口増につながり、福岡市などの所得を移

転してくることにつながる。市は、やはり教育

インフラの整備をベースにして、そこからの展

開を描くことを検討するべきと考えます。 

 

「情報産業、医療介護福祉のレベルアップを」 

生活していくにあたっては、医療環境も充実

しており使い勝手の良いまちだと感じていま

すが、福祉と介護については市内の介護福祉産

業を充実させた方が良いと考えます。10～15

年後には東京も超高齢化するので、看護師も福

祉事業者も東京に吸われてしまいます。従事者

の所得支援や働きやすい環境基盤を作って、東

京との賃金格差を生まないようにすることが

必要です。 

また、今後、地方の人口減少が加速度的にな

り、情報人材も奪い合いになります。大学も新

学部を山口で４か所、福岡周辺で３か所、それ

ぞれに 100 人ずつぐらいの規模で作るので、高

校生が外に出ていくことになります。危機感を

持った方が良いと思います。GX・DX・AI は基礎

学力が必要で、地元大学から情報人材を継続的

に供給する必要があります。 

今後、需要が高まる情報産業人材、医療介護

福祉人材は地域内にとどめておくことが大切

で、人口の維持や快適な生活に直結します。そ

のような分野の労働環境のレベルを上げてお

くことが大切です。 

 

「「使い勝手の良いまち」を目指す」 

将来のまちの姿に枕詞をつけると、「人にと

って、使い勝手の良いまち」が良いのではない

でしょうか。 

移動もしやすいし、買い物もしやすい、食べ

るものもおいしい、子育てもしやすい、そして

街全体がコンパクトで日常生活がストレスな

く送れることを目指す。とくに北九州市の中核

である小倉都心部に、ワンストップで娯楽、食

事、買い物、学習などができるゴールデンスト

リートを定石どおりに整備することが、人を呼

び込むのに大変重要です。


